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（２６）　焼却施設の設置又は変更の事業に係る参考項目 

環境要素の区分 

影響要因の区分 

環境の自然的構成要素の良好な状態の保持を旨として調査、予測及び評価されるべき環境要素 

生物の多様性の確保及び自然
環境の体系的保全を旨として
調査、予測及び評価されるべ
き環境要素 

人と自然との豊か
な触れ合いの確保
を旨として調査、
予測及び評価され
るべき環境要素 

環境への負荷の量の程
度により予測及び評価
されるべき環境要素 

大　気　環　境 水 環 境 
土壌に係る 
環境その他 
の環境 動　物 植　物 生態系 景　観 

人と自然 
との触れ 
合いの活 
動の場 

温室効果 
ガス 廃棄物等 

大　気　質 騒 音 振 動 水　質 地形及び地質 

硫黄酸 
化物 

浮遊粒 
子状物 
質 

窒素酸 
化物 騒 音 振 動 悪 臭 

悪 臭 

水の濁り 水の汚れ 粉じん等 有害物質 重要な地形 
及び地質 

重要な種 
及び注目 
すべき生 
息地 

重要な種 
及び群落 

地域を特 
徴づける 
生態系  

主要な眺 
望点及び 
景観資源 
並びに主 
要な眺望 
景観 

主要な人 
と自然と 
の触れ合 
いの活動 
の場 

二酸化 
炭素 

工事の実施 

建設機材の稼働 

資材及び機械の運搬 
に用いる車両の運行 

雨水の排水 

敷地の存在（土地の 
改変） 

構造物の存在 

施設の 
稼働 

排ガス 

排水 

機械等の稼働 

土地又は工 
作物の存在 
及び供用 

備考　１　○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。 
　　　２　この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる特性を有するごみ処理施設の内容を踏まえて区分したものである。 
　　　 （１）   　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。 
　　　 （２）　 雨水等の排水を行うこと。 
　　　 （３）　 車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。 
　　　 （４） 　工事の完了後、敷地内において焼却施設が稼働すること。 
　　　３　この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行又は建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。 
　　　４　この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」及び「重要な種及び群落」とは、それぞれ学術上又は希少性の観点から重要なものをいう。 
　　　５　この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。 
　　　６　この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 
　　　７　この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観をいう。 
　　　８　この表において「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の場をいう。 

廃棄物の搬入等 

廃棄物の発生 

産業廃 
棄物 

建設工 
事に伴 
う副産 
物 

○ ○ ○ 
○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

別表第 1 （２６）焼却施設　（２７）工場・事業所

（２７）　工場又は事業場の設置又は変更の事業に係る参考項目 

環境要素の区分 

影響要因の区分 

環境の自然的構成要素の良好な状態の保持を旨として調査、予測及び評価されるべき環境要素 
生物の多様性の確保及び自然環境の
体系的保全を旨として調査、予測及
び評価されるべき環境要素 

人と自然との豊かな触
れ合いの確保を旨とし
て調査、予測及び評価
されるべき環境要素 

環境への負
荷の量の程
度により予
測及び評価
されるべき
環境要素 

大　気　環　境 水  環  境 土壌に係る環境 
その他の環境 

動　物 植　物 生態系 景　観 
人と自然と 
の触れ合い 
の活動の場 

廃棄物等 

大　気　質 騒　　音 振　　動 

騒　　音 振　　動 

水　　質 地形及び地質 

窒素酸化 
物 

硫黄酸化 
物 

浮遊粒子 
状物質 粉じん等 水の濁り 水の汚れ 重要な地形及び 

地質 

重要な種及 
び注目すべ 
き生息地 

重要な種及 
び群落 

地域を特徴 
づける生態 
系 

主要な眺望 
点及び景観 
資源並びに 
主要な眺望 
景観 

主要な人と 
自然との触 
れ合いの活 
動の場 

建設工事に 
伴う副産物 

工事の実施 

建設機械の稼働 

資材及び機械の運 
搬に用いる車両の 
運行 

雨水の排水 

土地又は工作物 
の存在及び供用 

備考　１　○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。 
　　　２　この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる特性を有する事業の内容を踏まえて区分したものである。 
　　　（１）　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。 
　　　（２）　雨水等の排水を行うこと。 
　　　（３）　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。 
　　　（４）　工事の完了後、敷地が工場・研究施設、倉庫等の立地並びに工場等の稼働の用に供されること。 
　　　３　この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行又は建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。 
　　　４　この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」及び「重要な種及び群落」とは、それぞれ学術上又は希少性の観点から重要なものをいう。 
　　　５　この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。 
　　　６　この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 
　　　７　この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観をいう。 
　　　８　この表において「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の場をいう。 

造成工事 

敷地の存在（土地 
の改変） 

構造物の存在 

工場又は事業場の 
稼働 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ 

○ ○ ○ ○ 
○ ○ 

○ 



参    考    手    法 

予 測 の 手 法 調  査  の  手  法 影響要因の区分 環境要素の区分 

参 考 項 目 

窒素酸化物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
硫黄酸化物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浮遊粒子状物質 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
粉じん等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設機械の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資材及び機械の
運搬に用いる車
両の運行 
 

１ 予測の基本的な手法 
  大気の拡散式（プルーム式及びパフ式）に

よる理論計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、二酸化窒素の拡散の特性

を踏まえて二酸化窒素に係る環境影響を受け
るおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  二酸化窒素の拡散の特性を踏まえて予測地

域における二酸化窒素に係る環境影響を的確
に把握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  大気の拡散式（プルーム式及びパフ式）に

基づく理論計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、二酸化硫黄の拡散の特性

を踏まえて二酸化硫黄に係る環境影響を受け
るおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  二酸化硫黄の拡散の特性を踏まえて予測地

域における二酸化硫黄に係る環境影響を的確
に把握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  大気の拡散式（プルーム式及びパフ式）に

よる理論計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、浮遊粒子状物質の拡散の

特性を踏まえて浮遊粒子状物質に係る環境影
響を受けるおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  浮遊粒子状物質の拡散の特性を踏まえて予

測地域における浮遊粒子状物質に係る環境影
響を的確に把握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  事例の引用又は解析 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、粉じん等の拡散の特性を

踏まえて粉じん等に係る環境影境を受けるお
それがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて予測地域

における粉じん等に係る環境影響を的確に把
握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  建設機械の稼働による粉じん等に係る環境

影響が最大となる時期 
 
１ 予測の基本的な手法 
  事例の引用又は解析 
 
２ 予測地域 

１ 調査すべき情報 
（１） 二酸化窒素の濃度の状況 
（２） 気象の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（次に掲げる情報については、それぞれ次に定める方法を用いられ

たものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
（１） 二酸化窒素の濃度の状況 二酸化窒素に係る環境基準に規定する二酸化窒素の濃度の測定の方法 
（２） 風の状況 気象業務法施行規則第１条の２の表第１号トに規定する風の観測の方法（気象庁が観測した場合

 に限る。）又は同規則第１条の３の表第６号イに規定する風向の観測の方法及び同号ロに規定する風速の観測
 の方法 

 
３ 調査地域 
  二酸化窒素の拡散の特性を踏まえて二酸化窒素に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  二酸化窒素の拡散の特性を踏まえて調査地域における二酸化窒素に係る環境影響を予測し、及び評価するため

に必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  春夏秋冬ごとにそれぞれ１週間 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 二酸化硫黄の濃度の状況 
（２） 気象の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（次に掲げる情報については、それぞれ次に定める方法を用いられ

たものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
（１） 二酸化硫黄の濃度の状況 大気の汚染に係る環境基準に規定する二酸化硫黄の測定方法 
（２） 風の状況 気象業務法施行規則第１条の２の表第１号トに規定する風の観測の方法（気象庁が観測した場合

に限る。）又は同規則第１条の３の表第６号イに規定する風向の観測の方法及び同号ロに規定する風速の観測
の方法 

 
３ 調査地域 
  二酸化硫黄の拡散の特性を踏まえて二酸化硫黄に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  二酸化硫黄の拡散の特性を踏まえて調査地域における二酸化硫黄に係る環境影響を予測し、及び評価するため

に必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  春夏秋冬ごとにそれぞれ１週間 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 浮遊粒子状物質の濃度の状況 
（２） 気象の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（次に掲げる情報については、それぞれ次に定める方法を用いられ

たものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
（１） 浮遊粒子状物質の濃度の状況 大気の汚染に係る環境基準に規定する浮遊粒子状物質の測定の方法 
（２） 風の状況 気象業務法施行規則第１条の２の表第１号トに規定する風の観測の方法（気象庁が観測した場合

 に限る。）又は同規則第１条の３の表第６号イに規定する風向の観測の方法及び同号ロに規定する風速の観測
 の方法 

 
３ 調査地域 
  浮遊粒子状物質の拡散の特性を踏まえて浮遊粒子状物質に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  浮遊粒子状物質の拡散の特性を踏まえて調査地域における浮遊粒子状物質に係る環境影響を予測し、及び評価

するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  春夏秋冬ごとにそれぞれ１週間 
 
１ 調査すべき情報 
  気象の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて粉じん等に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
  気象の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 

（２７） 工場又は事業場の設置又は変更の事業に係る参考手法 

別表２（２７）工場・事業場
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参    考    手    法 

予 測 の 手 法 調  査  の  手  法 影響要因の区分 環境要素の区分 

参 考 項 目 

粉じん等（続） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
騒音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資材及び機械の
運搬に用いる車
両の運行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設機械の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資材及び機械の 
運搬に用いる車
両の運行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設機械の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資材及び機械の
運搬に用いる車
両の運行 

  調査地域のうち、粉じん等の拡散の特性を
踏まえて粉じん等に係る環境影響を受けるお
それがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて予測地域

における粉じん等に係る環境影響を的確に把
握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  資材及び機械の運搬に用いる車両の運行によ

る粉じん等に係る環境影響が最大となる時期 
 
１ 予測の基本的な手法 
  音の伝搬理論に基づく予測式による計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、音の伝搬の特性を踏まえ

て騒音に係る環境影響を受けるおそれがある
と認められる地域と認められる地域 

 
３ 予測地点 
  音の伝搬の特性を踏まえて予測地域におけ

る騒音に係る環境影響を的確に把握できる地
点 

 
４ 予測対象時期等 
  建設機械の稼働による騒音に係る環境影響

が最大となる時期 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  音の伝搬理論に基づく予測式による計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、音の伝搬の特性を踏まえ

て騒音に係る環境影響を受けるおそれがある
と認められる地域 

 
３ 予測地点 
  音の伝搬の特性を踏まえ予測地域における

騒音に係る環境影響を的確に把握できる地点 
 
４ 予測対象時期等 
  資材及び機械の運搬に用いる車両の運行に

よる騒音に係る環境影響が最大となる時期 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  音の伝搬理論に基づく予測式による計算 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、音の伝搬の特性を踏まえ

て騒音に係る環境影響を受けるおそれがある
と認められる地域 

 
３ 予測地点 
  音の伝搬の特性を踏まえて予測地域におけ

る騒音に係る環境影響を的確に把握できる地
点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  事例の引用又は解析 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、振動の伝搬の特性を踏ま

えて振動に係る環境影響を受けるおそれがあ
ると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて予測地域におけ

る振動に係る環境影響を的確に把握できる地点 
 
４ 予測対象時期等 
  建設機械の稼働による振動に係る環境影響

が最大となる時期 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  振動レベルの８０パーセントレンジの上端値

を予測するための式を用いた計算 

  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて粉じん等に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 騒音の状況 
（２） 地表面の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（騒音の状況については、騒音規制法第１５条第１項の規定により定

められた特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準に規定する騒音の測定の方法を用いられたもの
とする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 

 
３ 調査地域 
  音の伝搬の特性を踏まえて騒音に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 騒音の状況 
（２） 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行が予想される道路の沿道の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（騒音の状況については、騒音に係る環境基準に規定する騒音の測

定の方法を用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  音の伝搬の特性を踏まえて騒音に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 騒音の状況 
（２） 地表面の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（騒音の状況については、騒音に係る環境基準に規定する騒音の測

定の方法を用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  音の伝搬の特性を踏まえて騒音に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
  地盤の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  振動の伝搬の特性を踏まえて振動に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 振動の状況 
（２） 地盤の状況 
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参    考    手    法 

予 測 の 手 法 調  査  の  手  法 影響要因の区分 環境要素の区分 

参 考 項 目 

振動（続） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土砂による水の
濁り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水の汚れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重要な地形及び
地質 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重要な種及び注
目すべき生息地 
 

資材及び機械の
運搬に用いる車
両の運行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雨水の排水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場又は事業場
の稼働 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変） 
 
 
 
 

２ 予測地域 
  調査地域のうち、振動の伝搬の特性を踏ま

えて振動に係る環境影響を受けるおそれがあ
ると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて予測地域にお

ける振動に係る環境影響を的確に把握できる
地点 

 
４ 予測対象時期等 
  資材及び機械の運搬に用いる車両の運行に

よる振動に係る環境影響が最大となる時期 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  事例の引用又は解析 
 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、振動の伝搬の特性を踏ま

えて振動に係る環境影響を受けるおそれがあ
ると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて予測地域にお

ける振動に係る環境影響を的確に把握できる
地点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  原単位法により浮遊物質量を計算 
 
２ 予測地域 
  雨水を排水する公共用水域 
 
３ 予測地点 
  雨水を排水する地点 
 
４ 予測対象時期等 
  工事により水の濁りに係る環境影響が最大

となる時期 
 
１ 予測の基本的な手法 
  生物化学的酸素要求量又は化学的酸素要求

量の物質の収支に関する計算又は事例の引用
若しくは解析 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、水域の特性及び水の汚れ

の変化の特性を踏まえて水の汚れに係る環境
影響を受けるおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測地点 
  水域の特性及び水の汚れの変化の特性を踏

まえて予測地域における水の汚れに係る環境
影響を的確に把握できる地点 

 
４ 予測対象時期等 
  工場又は事業場の稼働が見込まれる時期 
 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  重要な地形及び地質について、分布又は成

立環境の改変の程度を踏まえた事例の引用又
は解析 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、地形及び地質の特性を踏

まえて重要な地形及び地質に係る環境影響を
受けるおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測対象時期等 
  地形及び地質の特性を踏まえて重要な地形

及び地質に係る環境影響を的確に把握できる
時期 

 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  動物の重要な種及び注目すべき生息地につ

いて、分布又は生息環境の改変の程度を踏ま
えた事例の引用又は解析 

 
２ 予測地域 

２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（振動の状況については、振動規制法施行規則別表第２の備考の４

及び７に規定する振動の測定の方法を用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  振動の伝搬の特性を踏まえて振動に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
  地盤の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  振動の伝搬の特性を踏まえて振動に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
 
４ 調査地点 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
  国又は関係する地方公共団体による水質に係る規制等の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料による情報の収集及び当該情報の整理 
 
３ 調査地域 
  雨水を排水する公共用水域 
 
４ 調査地点 
  雨水を排水する地点 
 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 河川にあっては生物化学的酸素要求量の状況（その調査時における流量の状況を含む。）、海域又は湖沼にあ

っては化学的酸素要求量の状況 
（２） 流れの状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報（生物化学的酸素要求量及び化学的酸素要求量の状況については、

水質汚濁に係る環境基準に規定する生物化学的酸素要求量及び化学的酸素要求量の測定の方法を用いられたもの
とする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 

 
３ 調査地域 
  水域の特性及び水の汚れの変化の特性を踏まえて水の汚れに係る環境影響を受けるおそれがあると認められる

地域 
 
４ 調査地点 
  水域の特性及び水の汚れの変化の特性を踏まえて調査地域における水の汚れに係る環境影響を予測し、及び評

価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  水域の特性及び水の汚れの変化の特性をふまえて調査地域における水の汚れに係る環境影響を予測し、及び評

価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間及び時期 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 地形及び地質の概況 
（２） 重要な地形及び地質の分布、状態及び特性 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  対象事業実施区域及びその周辺の区域 
 
４ 調査地点 
  地形及び地質の特性を踏まえて調査地域における重要な地形及び地質に係る環境影響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  地形及び地質の特性を踏まえて調査地域における重要な地形及び地質に係る環境影響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる時期 
 
１ 調査すべき情報 

（１） 脊椎動物、昆虫類その他主な動物に係る動物相の状況 
（２） 動物の重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 
（３） 注目すべき生息地の分布並びに当該生息地が注目される理由である動物の種の生息の状況及び生息環境の状

況  

せきつい 

別表２（２７）工場・事業場
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参    考    手    法 

予 測 の 手 法 調  査  の  手  法 影響要因の区分 環境要素の区分 

参 考 項 目 

重要な種及び注
目すべき生息地 
（続） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重要な種及び群
落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域を特徴づけ
る生態系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要な眺望点及
び景観資源並び
に主要な眺望景
観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要な人と自然
との触れ合いの
活動の場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設工事に伴う
副産物 

敷地の存在（土
地の改変） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変）及び
構造物の存在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敷地の存在（土
地の改変）及び
構造物の存在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
造成工事 
 
 

  調査地域のうち、動物の生息の特性を踏ま
えて重要な種及び注目すべき生息地に係る環
境影響を受けるおそれがあると認められる地
域 

 
３ 予測対象時期等 
  動物の生息の特性を踏まえて重要な種及び

注目すべき生息地に係る環境影響を的確に把
握できる時期 

 
 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  植物の重要な種及び群落について、分布又

は生育環境の改変の程度を踏まえた事例の引
用又は解析 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、植物の生育及び植生の特

性を踏まえて重要な種及び群落に係る環境影
響を受けるおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測対象時期等 
  植物の生育及び植生の特性を踏まえて重要

な種及び群落に係る環境影響を的確に把握で
きる時期 

 
 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  注目種等について、分布、生息環境又は生

育環境の改変の程度を踏まえた事例の引用又
は解析 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、動植物その他の自然環境

の特性及び注目種等の特性を踏まえて注目種
等に係る環境影響を受けるおそれがあると認
められる地域 

 
３ 予測対象時期等 
  動植物その他の自然環境の特性及び注目種

等の特性を踏まえて注目種等に係る環境影響
を的確に把握できる時期 

 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  主要な眺望点及び景観資源についての分布

の改変の程度を踏まえた事例の引用又は解析
並びに主要な眺望景観についての完成予想
図、フォトモンタージュ法その他の視覚的な
表現方法 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、景観の特性を踏まえて主

要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景
観に係る環境影響を受けるおそれがあると認
められる地域 

 
３ 予測対象時期等 
  景観の特性を踏まえて主要な眺望点及び景

観資源並びに主要な眺望景観に係る環境影響
を的確に把握できる時期 

 
 
１ 予測の基本的な手法 
  主要な人と自然との触れ合いの活動の場に

ついて、分布又は利用環境の改変の程度を踏
まえた事例の引用又は解析 

 
２ 予測地域 
  調査地域のうち、人と自然との触れ合いの

活動の場の特性を踏まえて主要な人と自然と
の触れ合いの活動の場に係る環境影響を受け
るおそれがあると認められる地域 

 
３ 予測対象時期等 
  人と自然との触れ合いの活動の場の特性を

踏まえて主要な人と自然との触れ合いの活動
の場に係る環境影響を的確に把握できる時期 

 
 
 
１ 予測の基本的な手法 
  建設工事に伴う副産物の種類ごとの発生及

び処分の状況の把握 

２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  対象事業実施区域及びその周辺の区域 
 
４ 調査地点 
  動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目すべき生息地に係る環境影響を予測し、及び

評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
 
５ 調査期間等 
  動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目すべき生息地に係る環境影響を予測し、及び

評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況 
（２） 植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  対象事業実施区域及びその周辺の区域 
 
４ 調査地点 
  植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び群落に係る環境影響を予測し、及び評価

するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
 
５ 調査期間等 
  植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び群落に係る環境影響を予測し、及び評価

するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期又は時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 動植物その他の自然環境に係る概況 
（２） 複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境若しくは生育環境の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  対象事業実施区域及びその周辺の区域 
 
４ 調査地点 
  動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査地域における注目種等に係る環境影響を予

測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
 
５ 調査期間等 
  動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査地域における注目種等に係る環境影響を予

測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 主要な眺望点の状況 
（２） 景観資源の状況 
（３） 主要な眺望景観の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  主要な眺望点の状況、景観資源の状況及び主要な眺望景観の状況を適切に把握できる地域 
 
４ 調査地点 
  景観の特性を踏まえて調査地域における主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観に係る環境影響を予

測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  景観の特性を踏まえて調査地域における主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観に係る環境影響を予

測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
 
１ 調査すべき情報 
（１） 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 
（２） 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 
 
２ 調査の基本的な手法 
  文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析 
 
３ 調査地域 
  対象事業実施区域及びその周辺の区域 
 
４ 調査地点 
  人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえて調査地域における主要な人と自然との触れ合いの活動の場

に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
 
５ 調査期間等 
  人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえて調査地域における主要な人と自然との触れ合いの活動の場

に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 
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参    考    手    法 

予 測 の 手 法 調  査  の  手  法 影響要因の区分 環境要素の区分 

参 考 項 目 

備考 １ この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行又は建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。 
   ２ この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」及び「重要な種及び群落」とは、それぞれ学術上又は希少性の観点から重要なものをいう。 
   ３ この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。 
   ４ この表において「注目種等」とは、地域を特徴づける生態系に関し、上位性、典型性及び特殊性の視点から注目される動植物の種又は生物群集をいう。 
   ５ この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 
   ６ この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観をいう。 
   ７ この表において「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の場をいう。 

建設工事に伴う
副産物（続） 
 
 

造成工事 
 

２ 予測地域 
  対象事業実施区域 
 
３ 予測対象時期等 
  工事期間 
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